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え
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先
月
は
、
無
事
春
の
分
所
大
祭
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
２
５
名
の
参
拝
者
を
迎
え
、
久
し
ぶ
り
の

直
会
の
後
、
松
永
特
任
宣
伝
使
に
よ
る
お
話
を
拝
聴

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
講
話
の
要
旨
を
今
月
号
に

載
せ
ま
し
た
の
で
、
参
拝
の
適
わ
な
か
っ
た
方
も
お
読

み
く
だ
さ
い
。 

 

先
日
の
高
橋
英
吉
様
の
ご
葬
儀
に
は
お
手
伝
い
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
天
界
で
の
み
幸
い

を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

３
０
日
の
午
後
６
時
よ
り
三
河
本
苑
の
新
神
床
へ
の

遷
座
祭
を
無
事
終
え
ま
し
た
。
６
月
の
月
次
祭
よ
り

新
本
苑
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
大
勢
の
皆
様
の
参
拝

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  
 

近
未
来
に
つ
い
て 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
任
宣
伝
使 

松
永 

孝
司 

 

現
在
は
、
日
本
・
世
界
等
に
お
い
て
激
情
の
時
代
に

な
っ
て
い
る
。
大
本
流
に
言
え
ば
、
大
峠
の
時
代
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
、
如
何
な
る
事
態

が
起
こ
る
の
か
心
配
で
あ
る
。
三
年
程
前
よ
り
、
世
界

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
大
混
乱

に
陥
っ
て
い
た
が
、
最
近
は
沈
静
化
に
向
か
っ
て
い
る
。

（
一
部
の
関
係
者
は
膨
大
な
資
産
が
倍
増
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
）し
か
し
、
今
年
２
月
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

ロ
シ
ア
が
侵
略
を
始
め
、
長
期
化
が
予
想
さ
れ
第
三

次
世
界
大
戦
に
発
展
す
る
懸
念
が
心
配
さ
れ
る
。
戦

争
が
発
生
す
る
と
、
流
行
病
（
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
）
が
猛

威
を
振
る
う
と
言
わ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
続
い

て
、
欧
米
諸
国
で
「
サ
ル
痘
」
と
い
う
天
然
痘
に
類
似
し

た
病
が
流
行
り
出
し
た
。
こ
れ
も
人
工
的
な
流
行
病

と
い
う
噂
が
あ
り
、
大
量
の
ワ
ク
チ
ン
ま
で
準
備
さ
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
諸
々
の
病
気
が

続
い
て
流
行
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

 

三
河
本
苑
の
近
未
来
を
眺
め
て
見
る
と
、
建
屋
は
新

し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
身
で
あ
る
信
徒
の
状
況
は

如
何
な
も
の
か
心
配
さ
れ
る
。
数
年
前
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
高
齢
者
の
信
徒
が
多
く
、
後
継
者
の
育
成
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
５
～
１
０
年
先
に
三
河
本
苑
は
衰
退
す
る
か
、
老

人
ク
ラ
ブ
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
若
い
信
徒
の
増

強
が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
代
に
相
応
し
た

活
動
を
取
り
入
れ
、
改
革
・
改
善
に
努
め
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。 

 
三
河
本
苑
は
海
岸
近
く
に
位
置
し
、
自
然
災
害
や

津
波
の
恐
れ
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
、
古
代
よ
り
日
本

国
に
は
、
国
の
領
土
や
国
民
を
保
護
す
る
た
め
に
、
広

範
囲
に
「
北
斗
七
星
の
結
界
」
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い

る
。
三
河
本
苑
近
く
に
あ
る
竹
島
は
、
四
国
と
畿
内
に

至
る
北
斗
七
星
の
結
界
が
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
柄
杓

の
尖
端
（
柄
）
に
竹
島
が
位
置
し
て
い
る
。
柄
杓
形
の
七

つ
の
位
置
に
は
、
各
々
神
社
が
建
て
ら
れ
、
竹
島
に
は

「
市
杵
島
姫
命
」
を
祀
る
神
社
が
あ
る
。
ま
た
、
熊
本

か
ら
千
葉
を
至
る
「
中
央
構
造
線
」
は
、
伊
勢
を
通
り

渥
美
を
経
由
し
て
伸
び
て
い
る
。
そ
の
「
中
央
構
造
線
」

上
に
は
多
く
の
神
社
が
建
て
ら
れ
、
イ
ヤ
シ
ロ
チ
（
ゼ
ロ

磁
場
の
地
）
で
良
好
な
土
地
柄
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地

球
の
地
軸
が
変
動
す
る
と
き
、
ム
ー
大
陸
が
浮
上
す

る
と
予
言
さ
れ
て
い
る
が
、
渥
美
は
ム
ー
大
陸
と
繋
が

る
通
路
と
言
わ
れ
て
い
る
。
三
河
本
苑
は
因
縁
の
場

所
で
重
要
な
土
地
柄
の
よ
う
だ
。 

次
に
、
日
本
や
世
界
の
近
未
来
に
つ
い
て
は
、
食
糧

危
機
、
天
変
地
異
、
疫
病
、
戦
争
、
経
済
・
金
融
危
機

な
ど
が
多
発
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
発
生
順
序

は
、
地
域
的
な
戦
争
（
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

東
ア
ジ
ア
の
紛
争
な
ど
）
⇒
食
料
危
機
⇒
金
融
関
係

の
崩
壊
⇒
自
然
災
害
（台
風
、
洪
水
、
火
山
噴
火
、
地

震
、
疫
病
な
ど
）
⇒
第
三
次
世
界
大
戦
（
前
期
）
⇒
経

済
・
国
家
崩
壊
（
世
界
国
家
樹
立
）
⇒
第
三
次
世
界

大
戦
（
後
期
）
⇒
地
軸
の
変
動
（
大
洪
水
、
地
形
変
動

等
）
が
複
合
的
に
起
き
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

金
融
関
係
は
、
金
融
危
機
に
始
ま
り
、
最
終
的
に

は
崩
壊
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
ず
、
日
本
は
２
０
２
４
年

に
新
一
万
円
紙
幣
の
発
行
、
他
の
国
も
新
通
貨
に
移

行
（兌
換
性
を
一
部
採
用
）が
予
想
さ
れ
る
。 

こ
の
世
の
基
本
概
念
で
あ
る
二
元
体
制
（
プ
ラ
ス
・マ

イ
ナ
ス
、
男
・
女
、
善
・
悪
）
か
ら
、
一
元
体
制
に
変
更

さ
れ
る
ら
し
い
。
神
さ
ま
が
人
間
の
魂
を
早
期
向
上

さ
せ
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
二
元
体
制
で
あ
る
が
、

時
期
が
来
て
一
元
体
制
に
戻
さ
れ
る
ら
し
い
。
幽
界

も
な
く
な
り
、
死
後
我
々
の
行
き
先
が
一
つ
減
る
こ
と

に
な
る
。
向
上
し
た
御
魂
は
天
国
（五
次
元
以
上
の
世

界
）
に
行
く
、
向
上
過
程
の
御
魂
は
再
修
行
が
必
要

と
な
り
、
現
在
の
地
球
の
よ
う
な
世
界
（三
次
元
の
世

界
）
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
修
行
不
可
（
極
悪
）
の
御
魂

は
終
わ
り
と
な
る
。 
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こ
の
よ
う
な
世
界
に
な
る
と
、
戦
争
も
な
く
、
競
争

も
な
く
、
悪
人
も
い
な
い
、
非
常
に
合
理
的
な
平
和

な
世
界
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
問
題
は
、
修
行
不
可
の

御
魂
は
産
ま
れ
変
わ
り
が
な
く
な
る
。
し
か
し
、
御
魂

は
不
滅
で
す
の
で
、
消
滅
は
し
ま
せ
ん
が
、
三
次
元
世

界
以
下
の
ど
こ
か
に
封
印
さ
れ
、
人
間
界
で
修
行
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
を
大
本
で
は
地

獄
の
窯
の
下
に
封
印
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

み
教
え
の
中
に
は
み
魂
磨
き
の
こ
と
が
く
ど
い
ほ
ど

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生
命
の
あ
る
間
に
御
魂
磨
き

に
励
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
間
は
魂
と
肉
体
が
合

併
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
元
体
制
に
な
る
と
、

全
て
の
事
柄
が
一
つ
に
な
り
、
相
反
す
る
事
柄
が
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
天
国
に
行
く
人
間
は
、
半
霊

半
身
と
な
り
、
五
次
元
の
世
界
に
移
行
し
、
超
寿
命

と
な
り
、
病
気
も
な
く
、
非
常
に
能
力
の
高
い
新
人

類
に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。
会
話
し
な
く
て

も
意
思
疎
通
が
で
き
、
ど
こ
に
で
も
移
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ら
し
い
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
突
然
に
変
化
す
る
の
で
は
な
く
、

徐
々
に
移
行
し
て
行
く
の
で
、
既
に
変
化
は
始
ま
っ
て

い
る
。
最
近
新
人
類
と
思
し
き
人
間
が
現
れ
始
め
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
能
界
に
は
幼
少
な
の
に
凄
い
能

力
を
持
っ
た
人
達
が
現
れ
出
し
た
。 

ま
た
、
地
球
の
次
元
上
昇
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、

宇
宙
の
統
一
体
又
は
宇
宙
人
等
が
支
援
を
始
め
て
い

る
ら
し
い
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
宇
宙
人
ら
し
き
人
間
に
遭
遇
さ

れ
た
方
も
い
る
ら
し
い
。
書
店
に
は
ア
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
Ｕ

Ｆ
Ｏ
（
宇
宙
人
な
ど
）
、
精
神
文
明
、
宇
宙
体
験
談
な

ど
の
書
籍
が
多
く
並
ん
で
い
る
。 

現
在
の
世
界
は
能
力
主
義
で
頭
脳
明
晰
な
人
間
が

上
位
に
属
し
、
能
力
の
低
い
人
間
は
低
位
に
位
置
付
け

ら
れ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
体
制
が
採
用
さ
れ
、
各
々
は
上
位

者
の
指
示
に
従
い
働
い
て
い
ま
す
。
（
縦
の
体
制
） 

し
か
し
、
人
間
は
各
々
が
得
意
な
能
力
を
持
ち
、
人

生
の
目
標
を
各
自
が
定
め
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
来
て
御

魂
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
組
織
の
ト
ッ
プ
か
ら
指
示

さ
れ
る
方
針
に
従
い
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
各
自
の

目
標
に
従
い
活
動
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
ず
る
も
の
で

す
。
（横
の
体
制
） 

こ
の
こ
と
は
、
宗
教
活
動
で
も
同
じ
で
、
信
徒
各
自

が
自
分
の
人
生
目
標
で
あ
る
テ
ー
マ
を
、
教
え
の
基
本

に
反
す
る
こ
と
な
く
、
勇
ん
で
活
動
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
世
の
中
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

行
く
の
か
、
５
年
か
ら
１
０
年
先
を
見
据
え
て
判
断
し

て
、
体
制
や
活
動
方
法
を
改
革
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。 

こ
の
度
は
、
未
来
の
こ
と
を
聞
い
て
、
不
安
や
心
配

を
さ
れ
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た

ち
人
間
は
神
の
分
け
御
魂
で
あ
り
、
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
凄
い
能
力
を
神
さ
ま
か
ら
授
か
っ
て
い
ま
す
。
現
代

人
の
多
く
は
そ
れ
ら
の
能
力
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
間
の
想
念
（
波
動
）
は
凄
い
力
が
あ
り
、
真
剣
に
思
っ

た
こ
と
は
実
現
す
る
し
、
物
質
化
も
す
る
の
で
す
。
も

し
、
お
話
の
中
で
実
現
を
好
ま
な
い
事
項
が
あ
れ
ば
実

現
し
な
い
よ
う
に
真
剣
に
祈
願
す
る
か
、
強
い
想
念
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
祈
り
、
想
念
、
言
魂
の
威
力
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
活
用
さ
れ
て
下
さ
い
。 

主
な
行
事
予
定 

 

六
月
一
二
日
（日
） 

午
後
一
時
半
よ
り 

碧
南
分
所
月
次
祭 

担
当
第
三
班 

六
月
一
九
日
（日
）  

午
前
一
〇
時
よ
り 

三
河
本
苑
月
次
祭 

七
月
二
日
（土
） 

長
生
殿
直
心
会
献
労 

七
月
一
〇
日
（日
） 

午
後
一
時
半
よ
り 

碧
南
分
所
月
次
祭 

担
当
第
一
班 

七
月
一
七
日
（日
） 

午
前
一
〇
時
よ
り 

三
河
本
苑
月
次
祭 

七
月
二
四
日
（日
） 

万
祥
殿 

誠
心
会
献
労 

 

参
拝
時
に
は
「
マ
イ
ボ
ト
ル
」
「
マ
イ
箸
」持

参
し
ま
し
ょ
う
❣ 

 六
月
の
誕
生
者 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

小
笠
原 

繁 

藤
浦 

佳
仁 

一
日 

生
田 

亮
紀 

三
日 

奥
谷 

克
弥 

八
日 

久
野 

美
恵
子 

一
一
日 

村
松 

凪
恵
一
六
日 

片
岡 

健 

奥
谷 

中
庸 

一
八
日 

三
浦 

鳳
介 

二
七
日 


